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　日本循環制御医学会は麻酔科関連学会の中では

歴史のある学会である．本年の学術総会で24回を

数える．本学会は最初から循環機能を研究する学

際的学術団体を目指した．学際的学術団体とは聞

こえは良いが，会員が多彩で基盤の置き方が難し

く，運営は容易では無かったと想像される．本学

会をここまで育てた元事務局長の齋藤隆雄名誉会

員および前理事長の比物修教授に深甚なる感謝の

意を表したい．

　循環は酸素および栄養基質を細胞に供給し，二

酸化炭素および代謝産物を搬出する重要な役割を

果たす．その構造機能は玄妙で精緻であり，生物

の進化の賜物とはいえ真に驚異的である．

　循環維持機構の一つに圧受容体反射がある．何

らかの原因で血圧が低下すると，急速にその修復

機構が発動する．麻酔薬を含む多くの薬物は，圧

受容体反射を抑制する．麻酔中の体位変換時の低

血圧は圧受容体反射の弱化が原因の一つである．

著者もこの方面の研究を行ったが，正確な機序を

解明するには至らなかった．大動脈弓部や頸動脈

洞の壁の圧受容体の機能，延髄孤束核の機能，視

床の統合中枢，延髄尾状腹側核の交感神経核の機

能，交感神経機能のいずれかに原因が求められた．

　最近の研究では，麻酔薬は視床の統合中枢を抑

制するか，あるいは直接効果器官へ働いて交感神

経や副交感神経の刺激伝達を鈍化することが明ら

かになりつつある．さらに効果器官への刺激伝達

の分子機構をも解明されつつある．

　以上は一例であるが，循環を維持する仕組みが

明らかになれば，その機構を修飾する方法論の研

究により，循環制御の具体的手段が開発可能であ

る．本学会が益々学際的学術団体として発展し，

循環制御の手段が益々豊富になることを望んでい

る．
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